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クラウドストレージ 
クラウドストレージをインポートコネクタとして使用すると、「ネットワー

クフォルダ」をインポートコネクタとして使用する場合と同じように動作します。

設定されたクラウドストレージに新しいファイルが受信されると、Umango によって

フォルダー内のすべての新しいドキュメントを処理します。このフォルダーを、

Umango でサポートされていない 複合機のスキャン先として使用したり、このスト

レージにドキュメントをコピーして貼り付けるだけで、Umango が自動的に処理した

りできます。 

Umangoは、SharePoint、Google Drive、OneDrive、BOX、Dropbox、Docushare 

Go、Docuware といったクラウドストレージをサポートしています。ほとんどのクラ

ウドストレージの設定は同じです。このマニュアルでは SharePoint を例に説明しま

す。その他のクラウドストレージについては、お問い合わせください。 

処理を初めて クラウドストレージに接続する場合は、Auth 認証プロセスを

使用して Umango のアクセスを許可する必要があります。クラウドストレージです

でに処理を認証している場合は、クラウドストレージのエクスポート設定に進むこ

とができます。 

クラウドストレージを処理ソースとして設定するには、以下の手順に従って

ください。 

 

A. 初めての認証 

1. 処理構成で、「ソース(1)」タブをクリックし、「コネクタ(2)」サブ

タブをクリックしてください。 

 
ソース構成へのアクセス 
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2. 「コネクタの追加」ボタンをクリックしてください。 

 
ソース追加ボタン 

 

3. ご希望のクラウドストレージに「追加」ボタンをクリックします。こ

の例では、Microsoft Sharepoint クラウドストレージを使用します。他のクラ

ウドストレージのマニュアルが必要な場合は、お問い合わせください。 

 
ご希望のクラウドストレージの追加ボタン 
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4. 「oAuth リクエストを送信する」ボタンをクリックしてください。 

 
認証リクエストの送信ボタン 

 

5. 認証したい「メールアドレス（1）」を入力し、「送信（2）」ボタン

をクリックしてください。 

※複数のメールアドレスを入力する場合は、各メールアドレスを読点または

セミコロンで区切ってください。 

 
認証メールの追加 
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6. Umango 認証メールはメールボックスでご確認ください。 

※メールがスパムボックスに到着する可能性があります。 

 
Umango からの認証メール 

 

7. 「Generate Token」ボタン（上から最初のボタン）をクリックしてく

ださい。 

 
トークンを作成ボタン 

 

8. Umango での認証に使用するアカウントを選択してください。 

 
アカウントの選択 
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9. フィールド内のすべてのテキストをコピーしてください 

 
Umango からの認証トークン 

 

10. 認証メールに戻り、「Open Umango」ボタン (2 番目のボタン) をクリ

ックしてください 

 
Umango にトークンの追加ボタン 

 

11. テキストを「フィールド（1）」に貼り付けて、「Submit Code (2)」

ボタンをクリックしてください 

 
Umango の Sharepoint 認証 
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12. 緑色が表示されれば認証は成功しており、Google Drive へのドキュメ

ントのエクスポートを開始できます 

 
Sharepoint 認証成功 

 

13. Umango ポータルに戻って、認証済みのドメインを使用するメールア

ドレス（1）を入力し、「接続をテストする（2）」ボタンをクリックして認

証が成功したかどうかを確認します。 

 
Sharepoint 認証成功 

 

14. 手順 2 から【クラウドストレージインポートコネクタ設定】セクショ

ンに進んでください。。 
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B. クラウドストレージインポートコネクタ設定 

1. ソース構成で、「構成 (b)」ボタンをクリックして、既に作成済みのイン

ポートコネクタを再度開きます。または、「コネクタを追加」をクリック

して新しいコネクタを作成し、手順 1～3の【初めての認証】に従ってく

ださい。 

 
ソースのアクセスタブ 

 

2. クラウド ストレージにアクセスするときに Umango が使用するアカウン

トを選択します。 

※認証されたユーザーのメールアドレスに基づいて、固定のメールアドレ

スまたは動的なメールアドレスを使用します（Active Directoryが必要で

あり、テナントアクセス認証に推奨されます） 

 
アカウントの選択 
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3. 「設定（1）」メニューをクリックし、「サイトの選択」をクリックして、

Sharepoint のサイトを選択します。 

 
「Sharepoint」のサイト選択 

 

4. フォルダー ディレクトリ パスを入力するか、「青いボタン」をクリック

してフォルダー ディレクトリを参照します。 

 
Sharepoint のフォルダ選択 
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5. Umango がフォルダ内の新しいファイルをチェックする間隔（分）を入力

します。 

 
チェックする間隔の設定 

 

6. 圧縮ファイルを自動的に抽出するかどうか、また子フォルダーも監視する

かどうかを選択します。 

 
フォルダの設定 

 

7. 「後処理（1）」メニューをクリックし、後処理の影響を受けるファイル

を選択します（2）。 

 
ポストプロセッシングの設定 
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8. 後処理アクションを選択します（何もしない、処理済みのファイルを削除

する、またはファイルを別のフォルダに移動する）。 

 
ポストプロセッシングアクションの設定 

 

9. 「選択フィルター（1）」メニューをクリックし、Umango で処理するファ

イルの種類を入力します。 

 
ファイルタイプフィルターの設定 

 

10. 処理するファイルの名前と作成者をフィルタリングするための正規表現 

(Regex) または単語または文を入力します。 

 
ファイル名前フィルターの設定 
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11. 「保存」ボタンをクリックします。 

 
保存ボタン 
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